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一
、
建
設
残
土
処
分
地
に
お
け
る
安
全
確
保
は

二
、
新
学
校
の
教
育
の
内
容
、
具
体
の
構
想
は

一　般　質　問

「
農
林
業
の
振
興
」
に
つ
い
て
　   

木戸　俊治

「
農
林
業
の
振
興
」に
つ
い
て

　
　
能
勢
町
の
基
盤
産
業
た

る
べ
き
農
業
の
現
状
に
つ
い

て
伺
う
。

　

　
本
町
の
主
要
農
産
物
の

米
に
つ
い
て
は
、
作
付
け
面

積
が
約
５
０
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

生
産
量
は
、
約
２
５
０
０
ト

ン
、
栗
に
つ
い
て
は
農
協
へ

の
出
荷
が
約
12
ト
ン
の
内
、

銀
寄
栗
は
９
ト
ン
と
い
う
状

況
で
あ
る
。
農
業
者
人
口
の

推
移
は
、
平
成
２
年
の
農
家

戸
数
が
１
３
０
０
戸
に
対
し
、

平
成
22
年
に
は
、
１
０
０
０

戸
と
い
う
こ
と
で
20
年
間
で

２
割
の
減
少
と
い
う
状
況
で

あ
る
。

　
　
農
業
の
活
性
化
を
し
て

い
く
上
で
、
農
産
物
の
生
産

拡
大
、
後
継
者
の
育
成
、
ま

た
、
農
産
物
の
消
費
拡
大
等
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
農
業
振
興
に
向
け
て
、

生
産
量
の
拡
大
、
後
継
者
の

育
成
、
農
産
物
の
消
費
拡
大

は
、
三
位
一
体
と
い
う
形
で

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
能
勢
栗
振
興
会

と
の
共
同
開
催
に
よ
る
栗
栽

培
技
術
講
習
会
、
物
産
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
連
携
し
て
冬
季

野
菜
の
出
荷
促
進
を
目
的
と

し
た
講
習
会
の
開
催
、
黒
枝

豆
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
と
い
っ
た
物
産
セ
ン

タ
ー
で
の
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
推
進
し
、
生
産
量
、
消

費
の
拡
大
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
後

継
者
、
あ
る
い
は
新
規
就
農

者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
能
勢

の
農
業
ス
タ
イ
ル
と
言
う
も

の
を
提
案
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
能
勢
町
の
８０
％
が
山
林

で
あ
る
。
能
勢
町
が
活
性
化

し
て
行
く
う
え
で
山
林
資
源

活
用
が
非
常
に
重
要
だ
と
思

う
が
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
里
山
再
生
事
業
の
推
進
に

よ
り
、
ク
ヌ
ギ
等
を
用
い
た

椎
茸
の
原
木
栽
培
や
菊
炭
等

の
特
用
林
産
物
の
生
産
に
つ

な
げ
て
、
山
に
人
の
手
が
入

る
仕
組
み
を
継
続
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

残
土
処
分
地
の
安
全
確
保
は

　
　
本
年
２
月
豊
能
町
木
代

地
内
の
残
土
処
分
地
で
大
規

模
な
崩
落
事
故
が
発
生
し
た
。

当
町
で
も
国
道
４
７
７
号
沿

い
川
西
市
と
の
境
界
で
同
様

の
箇
所
が
あ
り
、
一
部
土
砂

崩
れ
も
見
ら
れ
る
。
下
方

に
は
「
北
摂
里
山
博
物
館
構

想
」
の
施
設
も
点
在
し
、
大

き
な
崩
落
事
故
も
予
想
さ
れ

る
が
、
①
監
督
機
関
、
現
地

立
会
確
認
等
対
応
は
②
災
害

や
被
害
の
責
任
の
所
在
は
③

下
流
地
域
か
ら
の
申
し
入
れ

や
、
府
当
局
へ
の
要
望
、
意

見
書
な
ど
の
提
出
は
ど
う
か
。

　
　
①
当
該
地
は
砂
防
指
定

地
内
に
あ
る
た
め
、
大
阪
府

が
監
督
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

町
職
員
も
現
地
確
認
の
立
会

な
ど
連
携
を
図
っ
て
き
た
。

②
土
砂
災
害
等
の
責
任
は
、

行
為
者
に
あ
る
が
、
そ
の
よ

う
な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

大
阪
府
と
連
携
し
て
必
要
な

指
導
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

③
当
該
地
域
住
民
か
ら
の
申

し
入
れ
は
本
年
３
月
に
あ
り
、

現
地
の
確
認
は
行
っ
て
い
る

が
府
に
対
し
て
意
見
書
等
の

要
請
は
し
て
い
な
い
。

　
な
お
、
今
回
の
豊
能
町
で

の
崩
落
事
故
を
受
け
、
府
市

長
会
、
町
村
長
会
合
同
で
、

国
や
府
に
対
し
、
建
設
残
土

に
関
す
る
法
的
な
対
応
や
、

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
要
望

書
を
提
出
し
て
い
る
。

新
校
の
具
体
の
教
育
内
容
は

　
　
能
勢
新
学
校
の
開
校
に

向
け
て
、
特
色
あ
る
教
育
を

目
指
し
、
先
進
施
設
の
視
察

や
教
職
員
と
の
協
議
が
な
さ

れ
て
い
る
。
町
長
は
、
常
々

教
育
は
中
身
が
大
事
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
考
え
を
伺
う
。

　

　
基
礎
的
な
学
力
は
勿
論

必
要
だ
が
、
21
世
紀
を
強
く

生
き
抜
き
、
課
題
解
決
能
力

を
身
に
つ
け
る
た
め
地
域
一

体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を

育
む
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

能
勢
の
教
育
を
魅
力
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
能
勢
で
教
育

を
受
け
た
い
子
ど
も
が
出
て

く
る
狙
い
も
あ
る
。

　
　
新
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
検
討
内
容
、
特
色

あ
る
教
育
を
進
め
る
た
め
の

取
り
組
み
等
現
在
の
進
ち
ょ

く
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
九
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

特
色
あ
る
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
確
か
な
学
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
９
年
間
を
見

通
し
た
学
ぶ
力
を
育
む
授
業

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
と
家
庭

学
習
の
手
引
き
の
作
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
小
学
校
１
年
か
ら
の
外

国
語
活
動
の
研
究
で
、
中
学

校
と
の
接
続
に
つ
い
て
は
ワ

ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
検
討
を

進
め
て
い
る
。
更
に
能
勢
を

愛
す
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成

を
目
指
し
地
域
学
習
の
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
児
童
・
生
徒
の
育

成
を
目
指
し
、
９
年
間
を
同

じ
ス
タ
ン
ス
、
同
じ
計
画
の

中
で
育
て
て
い
く
こ
と
が
一

番
大
切
と
考
え
て
い
る
。


